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所長のひとりごと １７         

三 井 一 則 

今年の二十四節気の一つ、穀雨は4月２０日でした。穀雨とは「雨が降って百穀を潤す」とい

うことで、この頃のやわらかい春雨が穀物を潤し育てる候という意味です。雨が穀物の生長に必

要なわけで、私たちが生きるためにも必要な恵みの雨になります。 

子どもには大きな発達の可能性があります。その可能性を現実のものにするものは、年齢に応

じた体験と言ってもよいと思います。どんな優秀なコンピュータでも、情報を入力しなければそ

の性能を発揮できません。子どもにとっての情報は体験なのです。近年、子どもの体験は親や先

生に指示されての「させられ体験」や、テレビやパソコンによる間接体験、疑似体験は昔の子ど

もより多くなっていると思われます。それが悪いとは言いませんが、自発・能動的な直接体験が

欠けているように思います。 

少年自然の家には子どもたちの宿泊体験活動を通して、このような自発・能動的な直接体験を

補う役割があると思っています。 

新しい年度が始まりました。子どもたちにとって、穀雨のようになれる少年自然の家の運営を

心がけていきたいと思っています。                 ２００９ ５ １ 

   
 

  

今
年
の
施
設
内
の
桜
の
開
花
日
は
４
月
16
日
で
、
昨
年
に
比
べ
て

ち
ょ
う
ど
１
週
間
早
く
花
開
き
ま
し
た
。
連
日
暖
か
い
日
が
続
く
の

で
、
全
て
の
植
物
が
大
慌
て
で
開
花
を
始
め
て
い
る
よ
う
な
印
象
を

受
け
ま
す
。
と
は
言
え
、
川
崎
に
比
べ
れ
ば
春
は
１
ヶ
月
遅
れ
て
や

っ
て
く
る
の
で
、
遅
い
春
で
短
い
春
に
な
り
ま
す
。
そ
の
短
い
春
に

自
然
界
は
そ
の
営
み
を
凝
縮
し
て
営
ん
で
い
る
の
で
す
ね
。 

さ
て
、
４
月
２
～
３
日
に
「
自
然
教
室
」
で
９
月
初
め
ま
で
に
利

用
予
定
（
前
期
）
の
小
学
校
72
校
、
中
学
校
８
校
の
先
生
方
名
171
名

が
実
地
踏
査
に
訪
れ
ま
し
た
。
踏
査
の
内
容
は
、
宿
泊
施
設
の
見
学

と
利
用
の
仕
方
、
各
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

コ
ー
ス
の
下
見
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
野
外
炊
飯
の
実
習
、
ナ
イ
ト
ハ

イ
ク
や
ア
ス
ト
ロ
ハ
ウ
ス
で
の
星
空
観
察
実
習
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
、
キ
ャ
ン
ド
ル
フ
ァ
イ
ヤ
ー
の
実
施
方
法
、
同
時
並
行
利
用
校

別
の
打
合
せ
な
ど
を
行
な
い
ま
し
た
。
熱
心
な
先
生
方
に
よ
っ
て
、

順
調
に
実
地
踏
査
の
実
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
年
も
川

崎
の
114
校
の
小
学
校
５
年
生
、
51
校
の
中
学
１
年
生
が
や
っ
て
く

る
自
然
教
室
が
始
ま
っ
た
わ
け
で
す
。
富
士
見
町
開
発
公
社
が
指
定

管
理
者
と
し
て
施
設
の
運
営
管
理
を
受
託
し
て
４
年
目
、
今
年
も
無

事
業
務
を
遂
行
で
き
る
よ
う
に
と
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。 

自
然
教
室
実
地
踏
査 
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ヶ
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 平
成
20
年
度
の
利
用
実
績
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
総
利
用
者
数
は
689
団
体
、

実
利
用
者
数
は3

1
1

8
0

人
、
延
べ
利

用
者
数
は8

9
8

7
5

人
で
し
た
。
内
訳

は
、
学
校
団
体
は
174
校
、
実
利
用
者
数

2
2

7
2

4

人
、
延
べ
利
用
者
数
は

6
7

9
8

5

人
。
青
少
年
団
体
は
119
団
体
、 

        

実
利
用
者4

8
1

2

人
、
延
べ
利
用
者
数

は1
3

3
3

4

人
。
主
催
事
業
、
自
主
事

業
等
は
24
団
体
、
実
利
用
者

1
2

3
1

人
、
延
べ
利
用
者
数3

8
6

2

人
。
グ
ル

ー
プ
・
家
族
は
280
団
体
、
実
利
用
者

1
4

2
0

人
、
延
べ
利
用
者
数

3
7

0
1

人
。
日
帰
り
は
92
団
体
、
993
人
で
し

た
。
こ
れ
は
ト
ー
タ
ル
で
、
平
成
19
年

度
よ
り
454
人
の
減
で
し
た
。
平
成
19

年
度
の
利
用
実
績
は
開
所
以
来
最
高
で

し
た
が
、
昨
年
度
は
そ
れ
に
次
ぐ
も
の

で
し
た
。 

   

「
自
然
紀
行
」
３
月
は
７
～
８
日
に
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
を
は
い
て
雪
山
を
歩
き
、

八
ケ
岳
の
自
然
に
触
れ
る
体
験
を
し
て

頂
き
ま
し
た
。
風
邪
な
ど
で
直
前
の
キ

ャ
ン
セ
ル
が
多
く
、
参
加
者
は
２
名
で

し
た
。
４
月
は
18
～
19
日
に
高
遠
の

夜
桜
観
賞
と
小
諸
の
懐
古
園
を
見
学
し

て
も
ら
い
、
信
州
の
自
然
と
文
化
に
触

れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
４
月
か
ら
多

摩
市
民
館
前
発
着
の
バ
ス
で
送
迎
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
10
名
で

し
た
。 

 

「
ふ
じ
み
星
空
観
察
会
」
地
元
の
方

を
対
象
に
、
毎
月
１
回
ア
ス
ト
ロ
ハ
ウ

ス
を
公
開
し
て
行
う
事
業
で
す
。
毎
月

の
星
座
を
実
際
の
空
で
た
ど
り
な
が
ら
、

解
説
し
ま
す
。
そ
の
後
、
大
型
天
体
望

遠
鏡
で
各
種
天
体
を
紹
介
し
ま
し
た
。

３
月
６
日
と
４
月
３
日
に
実
施
し
ま
し

た
。
両
日
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
素
晴
し

い
星
空
散
歩
が
出
来
ま
し
た
。
特
に
今

年
は
土
星
の
環
が
水
平
に
な
り
、
環
が

見
え
な
く
な
る
現
象
が
起
こ
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
現
象
は
15
年
に
１
回
の
珍
し

い
も
の
で
す
。
参
加
者
は
３
月
は
15
名
、

４
月
は
29
名
で
し
た
。 

 
 

 

 

昨
年
度
の
実
績 

ギ
ョ
ウ
ジ
ャ
ニ
ン
ニ
ク
の
芽
吹
き 

八
ヶ
岳
の
春
は
山
菜
の
季
節
で
も
あ

り
ま
す
。
美
味
し
い
山
菜
と
し
て
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
に
タ
ラ
ノ

メ
・
コ
シ
ア
ブ
ラ
・
ワ
ラ
ビ
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
写
真
は
ギ
ョ
ウ
ジ
ャ
ニ

ン
ニ
ク
の
芽
で
、
ち
ょ
う
ど
食
べ
頃

の
状
態
で
す
。
知
る
人
ぞ
知
る
ギ
ョ

ウ
ジ
ャ
ニ
ン
ニ
ク
は
、
生
の
ま
ま
味

噌
を
つ
け
て
食
べ
る
と
ピ
リ
リ
と
辛

く
、
ニ
ン
ニ
ク
よ
り
ソ
フ
ト
で
な
か

な
か
の
味
で
す
。
山
奥
で
修
行
す
る

行
者
が
食
べ
た
の
で
そ
の
名
が
つ
い

た
そ
う
で
す
。
山
菜
取
り
の
注
意
と

し
て
は
、
似
た
毒
草
と
間
違
え
な
い

事
、
来
年
の
為
に
少
し
残
し
て
お
く

事
が
大
切
で
す
。
ギ
ョ
ウ
ジ
ャ
ニ
ン

ニ
ク
は
ス
ズ
ラ
ン 

と
間
違
え
る
ケ
ー 

ス
が
あ
る
そ
う
で 

す
。
（
Ｋ
）

３
・
４
月
の
事
業
報
告 

＜小諸懐古園の桜＞ 

＜間伐体験＞ 
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当
少
年
自
然
の
家
の
延
べ
利
用
者
数
は
、

昨
年
度
は
約
９
万
人
で
し
た
（
前
ペ
ー

ジ
参
照
）
。
こ
の
延
べ
利
用
者
数
と
い
う

の
は
、
30
人
の
団
体
が
３
日
間
利
用
す

る
と
、
３
倍
し
て
延
べ
利
用
者
数
は
90

人
と
数
え
る
の
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、

何
日
宿
泊
し
よ
う
と
30
人
の
団
体
を

30
人
と
数
え
る
の
が
実
利
用
者
数
で

す
。
実
利
用
者
数
で
い
う
と
昨
年
度
は

約
３
万
１
千
人
で
し
た
。
こ
こ
で
は
１

泊
～
５
泊
ま
で
出
来
る
の
で
す
が
、
ほ

と
ん
ど
の
利
用
者
が
２
泊
３
日
で
利
用

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
利
用

者
は
小
学
校
自
然
教
室
が
延
べ
で
約
３

万
８
千
人
、
中
学
校
自
然
教
室
は
約
２

万
８
千
人
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、
子
ど

も
会
な
ど
の
青
少
年
団
体
が
約
１
万
３

千
人
、
グ
ル
ー
プ
や
家
族
の
利
用
が
約

４
千
人
、
そ
の
他
が
約
７
千
人
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
利
用
者
を
受

け
入
れ
る
仕
事
を
「
受
け
入
れ
事
業
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
当
少
年
自

然
の
家
が
主
催
し
て
行
な
う
事
業
を

「
主
催
事
業
・
自
主
事
業
」
と
よ
ん
で

い
ま
す
。
で
は
次
号
か
ら
こ
れ
ら
の
事

業
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。 

    

こ
ん
に
ち
は
。
先
日
は
課
題
別
活
動
で

は
、
も
ぐ
ら
の
穴
や
し
か
の
た
べ
た
木

の
あ
と
を
見
せ
て
く
だ
さ
っ
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
は
も
ぐ
ら
の

穴
を
生
で
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で

最
初
見
た
と
き
は
「
ア
ニ
メ
で
見
た
よ

う
に
穴
が
ボ
コ
ッ
て
な
っ
て
い
る
ん
だ

な
あ
」
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
の
食
べ

た
木
の
あ
と
を
見
た
と
き
は
「
し
か
は

木
ま
で
た
べ
る
ん
だ
！
歯
が
じ
ょ
う
ぶ

な
ん
だ
な
ぁ
」
と
思
い
ま
し
た
。
と
て

も
楽
し
く
課
題
別
活
動
が
で
き
ま
し
た
。

か
ぜ
を
ひ
か
な
い
よ
う
お
体
に
気
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。
（
小
学
校
５
年
女
子
）  

   

今
年
は
国
際
天
文
年
で
す
。
ガ
リ
レ
オ

ガ
リ
レ
イ
が
天
体
望
遠
鏡
を
空
に
向
け
、

月
面
の
ク
レ
ー
タ
ー
や
木
星
の
衛
星
を

発
見
し
て
か
ら
400
年
と
い
う
こ
と
で

国
際
天
文
年
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
当

少
年
自
然
の
家
の
ア
ス
ト
ロ
ハ
ウ
ス
で

星
を
見
た
り
勉
強
し
た
り
し
た
人
数
は
、

国
際
天
文
年
の
事
務
局
で
カ
ウ
ン
ト
さ

れ
て
い
ま
す
。
さ
て
、
今
年
は
７
月
22

日
に
日
本
で
見
ら
れ
る
皆
既
日
食
が
起

こ
る
の
も
素
晴
し
い
で
す
が
、
土
星
も

面
白
い
の
で
す
。
と
い
う
の
は
土
星
は

30
年
で
太
陽
の
周
り
を
公
転
し
、
傾
き

を
変
え
て
い
ま
す
。
傾
き
が
大
き
く
な

る
と
土
星
の
環
は
良
く
見
え
ま
す
が
水

平
に
な
る
と
環
は
見
え
な
く
な
り
ま
す
。

環
が
消
え
る
現
象
は
15
年
に
１
回
起

こ
り
ま
す
。
そ
し
て
今
年
が
そ
の
年
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
天
体
望
遠
鏡
で

見
る
と
環
が
１
本
の
線
の
よ
う
に
な
り
、

ま
る
で
串
団
子
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。

今
年
を
逃
す
と
次
に
串
団
子
の
土
星
が 

     

見
ら
れ
る
の
は
15
年
後
に
な
り
ま
す
。

是
非
、
ア
ス
ト
ロ
ハ
ウ
ス
で
土
星
を
覗

い
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

事
業
紹
介 

１ 

感
想
文
よ
り （

原
文
の
ま
ま
） 

ア
ス
ト
ロ
メ
モ 

１ 

 

＜串団子の土星＞ 
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催
し
も
の
案
内 

  

土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
に
グ
ル
ー
プ
、

家
族
で
ご
利
用
い
た
だ
く
方
を
対
象
に
、

次
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て

お
り
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
が
材

料
費
は
必
要
。
参
加
申
し
込
み
等
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

★
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト 

小
鳥
の
巣
箱
作
り
、
バ
ー
ド
コ
ー
ル
作

り
、
白
樺
ク
ラ
フ
ト
、
焼
き
板
ク
ラ

フ
ト
の
中
か
ら
１
つ
を
選
び
ま
す
。

八
ヶ
岳
で
の
思
い
出
に
、
自
分
で
作

っ
た
も
の
を
お
土
産
に
お
持
ち
帰
り

く
だ
さ
い
。 

★ 

星
空
観
察 

 

１９
時
～
２０
時
ま
で
、
ア
ス
ト
ロ
ハ
ウ

ス
で
満
天
の
星
空
を
見
な
が
ら
折
々
の

星
座
観
察
と
、
大
型
天
体
望
遠
鏡
で
の

天
体
観
察
を
し
ま
す
。
惑
星
、
星
雲
や

星
団
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

  

少
年
自
然
の
家
に
宿
泊
し
て
、
八
ヶ
岳

の
自
然
、
地
域
、
文
化
へ
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
毎
月
開
催
し

て
い
ま
す
。
４
月
か
ら
多
摩
市
民
館
前

発
着
の
貸
切
バ
ス
で
送
迎
し
て
い
ま
す
。 

● 

諏
訪
湖
１
周
ウ
ォ
ー
ク
と 

入
笠
山
登
山 

周
囲
16

km
の
諏
訪
湖
を
、
湖
面
を
渡

る
風
を
感
じ
な
が
ら
１
周
し
た
り
、
80

万
株
の
ス
ズ
ラ
ン
が
満
開
の
入
笠
山
を
、

途
中
ま
で
ゴ
ン
ド
ラ
を
利
用
し
登
山
し

ま
す
。 

・ 

６
月
13
～
14
日 

● 

ホ
タ
ル
と
美
術
館
め
ぐ
り 

山
梨
県
立
美
術
館
、
諏
訪
湖
周
辺
の
美

術
館
と
井
戸
尻
考
古
館
近
く
の
幽
玄
な

ホ
タ
ル
を
観
賞
し
ま
す
。 

・
７
月
４
～
５
日 

●
白
駒
池
と
北
八
ケ
岳
ハ
イ
キ
ン

グ 秋
の
気
配
の
濃
く
な
っ
て
き
た
北
八

ケ
岳
の
自
然
に
触
れ
た
り
、
満
天
の
都

会
で
は
見
ら
れ
な
い
星
空
を
観
察
し
、

八
ケ
岳
の
自
然
へ
の
理
解
を
深
め
て
頂

き
ま
す
。 

・ 

９
月
12
～
13
日 

 
費
用
、
内
容
、
申
し
込
み
方
法
等
、
詳
細

に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に

な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。  

  

指
定
管
理
受
託
４
年
目
に
入
り
ま
し
た
。

職
員
の
異
動
も
あ
り
、
気
持
ち
を
新
た

に
新
し
い
年
度
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
椎
茸
の
菌
植
え
込
み
体
験
、
Ｈ
α

フ
ィ
ル
タ
ー
に
よ
る
太
陽
面
の
観
察
体

験
な
ど
を
新
た
に
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

追
加
し
、
更
な
る
充
実
し
た
活
動
を
し

て
頂
こ
う
と
気
を
引
き
締
め
て
準
備
し

て
お
り
ま
す
。 

八
ヶ
岳
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川崎市八ヶ岳少年自然の家 

〒399-0101 長野県諏訪郡富士見町境字広原 

              12067-４８２

       ℡ ０２６６－６６－２０１１ 

       Fax０２６６－６６－２０１４ 

ホームページでも情報をお伝えしています。 

  http://www.kawasaki-yatugatake.jp/ 

指定管理者 （社）富士見町開発公社 
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＜おきな草＞ 
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